
風
信

一
、
は
じ
め
に

　
長
崎
の
氏
神
、
長
崎
諏
訪
神
社
創
立
の
事
に
つ
い
て
は
、
本
会
年
刊
誌「
な
が
さ

き
の
空
」に
其
の
概
要
を
連
載
し
て
き
た
の
で
御
読
み
下
さ
る
と
よ
い
。
長
崎
の
氏

神
の
秋
の
大
祭
の
日
を
戦
前
ま
で
は「
お
く
ん
ち
」と
言
っ
て
き
た
が
現
在
で
は「
長

崎
く
ん
ち
」と
言
っ
て
い
る
。

　「
長
崎
く
ん
ち
」の
始
ま
り
は
元
和
元
年（
一
六
一
五
）頃
、
唐
津（
佐
賀
）の
人
で
山

伏
青
木
賢
清
が
此
の
地
に
来
訪
し
た
事
に
始
ま
る
と
記
し
て
あ
り
、
当
時
の
長
崎
・

大
村
の
地
は
全
て
が
キ
リ
シ
タ
ン
で
あ
り
一
切
の
社
寺
・
佛
教
的
墳
墓
に
至
る
ま
で

破
か
い
さ
れ
て
い
た
と
記
し
て
あ
る
。

　
其
の
理
由
は
、
当
時
の
領
主
大
村
純
忠
が
、
そ
れ
ま
で
松
浦
氏
平
戸
の
港
に
入
港

し
て
い
た
南ポ
ル
ト
ガ
ル蛮
貿
易
船
を
領
内
の
横
瀬
浦（
西
海
市
）に
迎
え
入
れ
る
よ
う
に
企
画

し
た
事
に
始
ま
っ
て
い
る
。
そ
の
南
蛮
船
の
横
瀬
浦
入
港
は
永
禄
五
年（
一
五
六
二
）

七
月
で
あ
っ
た
。
そ
の
翌
永
禄
六
年
に
は
純
忠
は
横
瀬
浦
に
教
会
を
設
立
し
、
自
ら

も
ト
ー
レ
ス
神
父
の
指
導
に
よ
っ
て
授
洗
し
霊
名
を
ド
ン
・
バ
ル
ト
ロ
メ
オ
と
拝
受

し
て
い
る
。
そ
れ
に
引
き
続
き
二
十
五
名
の
家
臣
達
も
洗
霊
を
受
け
て
い
る
。
其
の

中
の
一
人
に
長
崎
甚
左
衛
門
の
名
が
あ
り
霊
名
は
ベ
ル
ナ
ル
ド
と
記
し
て
あ
る
。

　
こ
の
長
崎
甚
左
衛
門

授
洗
の
事
は
、
や
が
て

長
崎
の
開
港
・
長
崎
氏

領
内
全
て
の
キ
リ
シ
タ

ン
改
宗
と
な
っ
て
い
る
。

　
長
崎
氏
領
内
の
キ
リ

シ
タ
ン
布
教
に
つ
い
て

は
、
一
五
六
八
年
九
月

ト
ー
レ
ス
神
父
が
口
之

津
よ
り
、
当
時
ポ
ル
ト

ガ
ル
船
の
貿
易
港
で
あ
っ
た
福
田
の
港
に
行
く
途
中
、
長
崎
に
立
ち
寄
っ
て
い
る
。

こ
の
事
よ
り
神
父
は
長
崎
布
教
の
事
も
考
え
ら
れ
、
之
の
年
の
末
ガ
ス
パ
ル
・
ヴ
ィ

レ
ラ
神
父
を
長
崎
布
教
に
派
遣
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
一
五
六
九
年
末
に
は
長
崎

甚
左
衛
門
は
ヴ
ィ
レ
ラ
神
父
に
教
会
に
使
用
す
る
よ
う
に
と
小
さ
な
寺
を
与
え
て
い

る
。
神
父
は「
小
さ
い
教
会
で
す
が
、
楽
し
い
で
す
」と
言
っ
て
い
る
。
そ
し
て

一
五
七
一
年
春
、
は
じ
め
て
南
蛮
船
が
長
崎
に
入
港
し
て
き
た
。

　
以
来
、
熱
心
な
キ
リ
ス
ト
教
徒
と
な
っ
た
大
村
純
忠
は
長
崎
氏
と
も
相
談

一
五
八
〇
年
長
崎（
旧
内
町
）茂
木
の
地
を
イ
エ
ズ
ス
会
に
寄
進
、
次
い
で
一
五
八
四

年
に
は
島
原
領
主
有
馬
晴
信（
霊
名
・
ア
ン
ド
レ
）も
長
崎
浦
上
の
地
を
イ
エ
ズ
ス
会

に
寄
進
し
て
い
る
。

　
こ
の
純
忠
を
中
心
と
し
た
大
村
氏
領
内
で
も
長
与
氏
、
早
岐
氏
、
針
尾
氏
等
は
一

揆
を
起
し
一
五
八
六
年
に
は
長
与
氏
は
唾つ

飲の
み

城
に
立
て
篭
っ
て
い
る
。

　
一
五
八
七
年（
天
正
十
五
）純
忠
は
五
十
五
才
で
歿
し
て
い
る
。

　
一
六
〇
〇
年（
慶
長
五
）関
ヶ
原
の
合
戦
、
政
治
は
徳
川
時
代
と
な
り
一
変
し
厳
重

な
キ
リ
シ
タ
ン
禁
教
令
の
発
令
と
な
っ
て
い
る
。

　
大
村
純
忠
の
跡
を
う
け
た
大
村
豊
明
は
徳
川
氏
に
従
い
一
六
〇
三
年（
慶
長
八
）大

村（
長
崎
）領
内
に
キ
リ
シ
タ
ン
禁
教
令
を
発
す
る
と
共
に
領
内
に
於
け
る
社
寺
の
復

興
が
始
ま
っ
て
い
る
。

　
こ
の
波
に
乗
っ
て
諏
訪
神
社
の
青
木
賢
清
も
長
崎
の
街
に
来
た
の
で
あ
っ
た
が
、

当
時
の
街
中
の
様
子
は
ポ
ル
ト
ガ
ル
船
の
入
航
や
教
会
も
残
っ
て
お
り
、
信
者
の
人

達
も
多
く
街
は
大
い
に
混
乱
し
て
い
た
と
記
し
て
あ
る
。

　
諏
訪
神
社
の「
お
く
ん
ち
」が
最
初
に
行
わ
れ
た
の
は
寛
永
十
一
年（
一
六
三
四
）九

月
七
日
、
九
日
で
あ
っ
た
と
諸
書
に
記
し
て
あ
る
。

二
、
今
年
の
踊
町

　
長
崎
く
ん
ち
奉
納
踊
変
遷
の
事
に
つ
い
て
は
、
最
近
、
発
刊
さ
れ
た
大
田
由
紀
女

史
の『
長
崎
く
ん
ち
考
』（
長
崎
文
献
社
）を
一
読
さ
れ
て
お
か
れ
る
と
よ
い
。

　
本
年
の
踊
町
は
、
平
成
二
十
一
年
奉
納
さ
れ
た
六
ヶ
町
と
同
様
、
次
の
六
ヶ
町
で

あ
る
。

一
、
今
篭
町
　
こ
の
町
は
寛
永
初
年
頃（
一
六
二
四
～
）本
篭
町
に
対
し
て
新
ら
し
く

今
篭
町
と
し
て
創
立
さ
れ
た
と
い
う
。
当
時
、
竹
篭
は
御
朱
印
船
・
唐
船
等
の
荷
造

用
品
と
し
て
多
く
必
要
が
あ
り
、
本
篭
町
に
続
い
て
新
ら
し
く
開
か
れ
た
町
で
あ
る

と
い
う
。

　
傘
鉾
の
飾だ

物し

に
は
荒
波
の
中
に
立
つ
巖
上
に
翼
ひ
ろ
げ
た
荒
鷲
が
立
っ
て
い
る
。

輪
は
当
然
、
町
名
に
因
ん
で
竹
篭
で
あ
る
。
当
町
と
鷲
の
因
縁
に
つ
い
て
は
次
の
よ

う
に
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

　
こ
の
町
に
は
大
音
寺
・
大
光
寺
・
発
心
寺
・
崇
福
寺
・
南
光
寺（
廃
寺
）と
一
ヶ
町

に
五
ヶ
寺
が
あ
る
と
い
う
の
は
、
佛
縁
ふ
か
き
町
内
で
あ
り
、
御
釈
迦
様
は
霊
鷲
山

に
住
し
て
お
ら
れ
る
の
で
鷲
を
、
荒
波
を
渡
っ
て
之
の
町
に
こ
ら
れ
た
の
で
荒
波
を

配
し
、
垂
れ
は
亀
甲
紋
を
織
出
し
て
い
ま
す
…
奉
納
踊
は
今
年
で
は
唯
一
の「
本
踊
」

を
奉
納
さ
れ
る
由
。

一
、
元
船
町
　
町
名
が
示
し
て
い
る
よ
う
に
元
船
町
は
長
崎
西
奉
行
所
の
下
に
開
か

れ
た
長
崎
第
一
の
船
つ
き
場
で
あ
り
大
波
止
と
呼
ば
れ
て
き
た
。
そ
の
大
波
止
自
慢

の
物
と
言
え
ば
、
江
戸
時
代
よ
り「
我
が
国
最
大
の
鉄て
っ

砲ぽ
ん

玉だ
ま

」と
言
わ
れ
て
き
た
鉄
製

の
弾
丸
で
あ
る
。
傘
鉾
の
飾だ
し

に
は
其
の
鉄
砲
弾
を
中
心
に
、
長
崎
の
港
は「
鶴
の
港
」

と
呼
ば
れ
て
き
た
の
で
二
羽
の
鶴
が
左
右
に
配
さ
れ
て
い
る
。
奉
納
踊
は
、
そ
の
昔
、

大
波
止
に
は
多
く
の
唐
人
船
が
来
舶
し
て
い
た
の
で
、
其
れ
に
因
ん
で「
唐
人
船
」が

町
内
子
供
衆
の
先
引
も
あ
っ
て
登
場
し
て
く
る
。

一
、
上
町
は
旧
東
中
町
と
旧
東
上
町
の
大
半
が
戦
後
再
編
成
さ
れ
発
足
し
た
町
で
あ

る
。
傘
鉾
は
旧
東
上
町
の
物
が
使
用
さ
れ
て
い
る
。
傘
鉾
の
飾だ
し

は
両
町
共
に
諏
訪
社

玉
園
の
森
の
す
ぐ
近
く
に
あ
る
事
に
よ
り
中
央
に
榊
を
置
き
諏
訪
社
を
あ
ら
わ
し
前

に
八
ツ
脚
を
置
き
其
の
上
に
御
神
事
用
の
烏
帽
子
・
神
楽
鈴
を
置
き
、
諏
訪
社
縁
記

を
記
し
た
巻
物
を
配
し「
垂ま
く

れ
」に
は
五
色
紋
繻
子
を
用
い
た
実
に
厳
か
な
傘
鉾
で
あ

る
。
奉
納
踊
は
今
回
は
長
崎
評
判
の「
コ
ッ
コ
デ
シ
ョ
」を
奉
納
さ
れ
る
由
。
大
変
た

の
し
み
で
あ
る
。

一
、
筑
後
町
　
旧
下
筑
後
町
と
旧
西
上
町
の
一
部
を
中
心
に
戦
後
編
成
さ
れ
た
町
で

あ
る
が
、
此
の
地
区
は
多
く
原
爆
の
災
害
を
受
け
、
町
の
編
成
に
は
大
変
な
御
苦
労

が
あ
っ
た
と
お
聞
き
し
て
い
る
。
そ
し
て
再
び
、
長
崎
く
ん
ち
奉
納
踊
に
参
加
さ
れ

た
は
昭
和
四
十
八
年
か
ら
で
あ
っ
た
と
お
聞
き
し
て
い
る
。
勿
論
…
傘
鉾
は
焼
失
し

四
一
〇
号
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俗
文
化
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長
崎
く
ん
ち
　
今
年
の
み
ど
こ
ろ（
其
の
二
十
九
）

て
し
ま
っ
た
の
で
、
旧
両
町
の
傘
鉾
の
思
い
を
乗
せ
て
新
ら
し
く
創つ

造く

ら
れ
た
そ
う

で
あ
る
。
飾だ

物し

に
は
御
神
木
を
中
心
に
御
神
鏡
、
曲
玉
、
草
薙
の
剣
の
三
宝
が
配
さ

れ
て
い
る
。
奉
納
踊
は
之
も
長
崎
名
物
の
一
つ
龍じ
ゃ

踊お
ど
り

だ
そ
う
で
す
が
、
今
回
の
は
三

匹
の
龍
が
月
の
光
を
求
め
て
大
い
に
乱
舞
す
る
の
だ
と
お
聞
き
し
た
。
そ
れ
で
町
内

子
供
達
を
は
じ
め
多
く
の
人
達
の
参
加
も
あ
り
町
内
世
話
方
は
大
変
と
の
由
で
し
た
。

一
、
鍛
冶
屋
町
　
本
町
は
大
正
二
年
、
今
鍛
冶
屋
町
と
出
来
鍛
冶
屋
町
が
合
屏
、
現

在
の
鍛
冶
屋
町
と
な
っ
た
。
こ
の
時
、
傘
鉾
の
飾だ
し

は
出
来
か
じ
や
町
の「
三
條
小
鍛
冶

宗
近
物
語
」を
主
題
に
し
た
カ
ラ
ク
リ
細
工
、
幕た
れ

と
奉
納
踊
は
今
か
じ
や
町
の「
七
福

神
」が
使
用
さ
れ
、こ
の
奉
納
踊
の
七
福
神
は
宝
船
に
乗
っ
て
お
ら
れ
る
。「
め
で
た
し
、

め
で
た
し
」と「
長
崎
く
ん
ち
評
判
の
物
」で
あ
る
。

一
、
油
屋
町
　
こ
の
町
の
す
ぐ
横
に
は
浜
町
が
あ
り
、
玉
帯
川
・
思
案
橋
が
あ
り
、

昔
は
唐
船
持
ち
渡
り
の
油
類
や
貿
易
品
を
扱
う
商
家
が
多
か
っ
た
。
幕
末
の
頃
、
そ

の
中
の
一
人
に
有
名
な「
大
浦
ケ
イ
」が
い
た
。
明
治
政
府
と
な
っ
た
時
、
当
時
の
高

名
な
人
達
よ
り「
ケ
イ
さ
ん
に
は
大
変
お
世
話
に
な
っ
た
」と
東
京
に
呼
ば
れ
た
。
其

の
帰
路
、
ケ
イ
は
京
都
に
立
ち
寄
り
、
油
屋
町
の
人
達
の
土
産
に
と
造
ら
せ
た
の
が

当
町
の
傘
鉾
で
あ
る
と
先
輩
方
よ
り
お
聞
き
し
た
事
が
あ
る
。
実
に
厳
か
な
傘
鉾
で

あ
る
。
奉
納
踊
は
玉
帯
川
に
因
ん
で
町
内
子
供
達
、
町
内
の
皆
様
の
御
協
力
の
も
と
、

実
に
楽
し
い
賑
や
か
な
川
船
の
奉
納
が
あ
る
。

一
、九
月
二
日
は
本
木
昌
造
翁
の
法
要
が
恒
例
の
如
く
県
印
刷
工
業
組
合
、
本
木
昌
造
顕

彰
会
共
催
に
て
大
光
寺
に
て
開
催
通
知
あ
り
、
本
木
翁
は
長
崎
近
代
文
化
発
祥
の
人
で

あ
り
、
本
会
と
も
関
係
ふ
か
く
、
出
席
。

一
、九
月
五
日（
月
）よ
り
、
本
年
度
第
二
期
学
習
講
座
を
前
期
同
様
の
日
程
に
て
再
開
い

た
し
ま
し
た
の
で
御
自
由
に
御
参
加
下
さ
い
。（
会
費
不
要
・
資
料
代
各
自
）

　
一
、
長
崎
学
講
座（
毎
週
月
曜
・
午
前
十
時
半
よ
り
）。
一
、
水
曜
懇
話
会（
毎
週
水
曜
・

午
後
一
時
半
よ
り
）。
一
、
古
文
書
を
読
む
会（
六
日（
火
）・
二
十
日（
火
）午
前
十
時
半

よ
り
）。
一
、
長
崎
食
文
化
サ
ー
ク
ル（
九
日（
金
）・
二
十
三
日（
金
）午
後
二
時
よ
り
）。

一
、九
月
二
八
日
、
中
華
人
民
共
和
国
駐
長
崎
総
領
事
館
よ
り「
中
華
人
民
共
和
国
成
立

六
七
周
年
記
念
式
典
を
開
催
す
る
の
で
出
席
下
さ
る
よ
う
に
」と
御
案
内
状
を
戴
く
。

一
、
長
崎
伝
統
芸
能（
長
崎
く
ん
ち
）振
興
会
よ
り
、
今
年

も
公
会
堂
前
広
場
で
の「
長
崎
く
ん
ち
」夕
べ
の
解
説
依

頼
あ
り
。
出
席
す
る
事
に
致
し
ま
し
た
。

越
中
　
哲
也

明治十四年　本多鉄次郎
鍛冶屋町傘鉾控


